
告

示

一

正
方
形
又
は
長
方
形
の
場
合

正
方
形
又
は
長
方
形
の
頂
点
及
び
当
該
正
方
形
又
は

長
方
形
の
二
つ
の
対
角
線
の
交
点
の
地
上
一
メ
ー
ト

ル
の
位
置

二

一
以
外
の
場
合

区
域
の
外
周
を
ほ
ぼ
四
等
分
し
た
点
及
び
こ
れ
ら
の

点
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
四
角
形
の
二
つ
の
対
角
線
の

交
点
の
地
上
一
メ
ー
ト
ル
の
位
置

Ｒ
＝
（

ｎÃ
ｉ
＝
１ （

B
i×

W
H
i）
＋
Ａ
×
（
W

H
－

ｎÃ
ｉ
＝
１ （

W
H
i）
））

W
H

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｒ
、
ｎ
、
Ａ
、
Bi
、

WHi
及
び
WH
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｒ

平
均
空
間
線
量
率
（
単
位

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）

ｎ

空
間
線
量
率
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
場
所
の
付
近
の
地
上
一
メ
ー
ト
ル
の
位
置
（
以
下
「
特
定
測
定

点
」
と
い
う
。）の
数

Ａ

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
平
均
空
間
線
量
率
（
単
位

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）

Bi

各
特
定
測
定
点
に
お
け
る
空
間
線
量
率
の
値
と
し
、
当
該
値
を
代
入
し
て
Ｒ
を
計
算
す
る
も
の
（
単

位

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）

WHi

各
特
定
測
定
点
の
付
近
に
お
い
て
除
染
等
業
務
を
行
う
除
染
等
業
務
従
事
者
の
う
ち
最
も
被
ば
く
線

量
が
多
い
と
見
込
ま
れ
る
者
の
当
該
場
所
に
お
け
る
一
日
の
労
働
時
間
（
単
位

時
間
）

WH

当
該
除
染
等
業
務
従
事
者
の
一
日
の
労
働
時
間
（
単
位

時
間
）

H           Ä    I
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平成™š年˜™月™™日 木曜日 (号外第™�Ÿ号)官 報

（
環
境
の
保
全
の
配
慮
に
つ
い
て
の
審
査
等
に
係
る
法
律
の
規
定
）

第
十
三
条

法
第
七
十
二
条
第
十
七
項
第
一
号
の
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
鉄
道
事
業
法

第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
九
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
同
法
第

十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
土
地
区
画
整
理
法
第
九
条
第
一
項
（
同
法
第
十
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
同
法
第
五
十
一
条
の
九
第
一
項
（
同
法
第
五
十
一
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）と
す
る
。

第
十
四
条

法
第
七
十
二
条
第
十
七
項
第
二
号
の
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
土
地
区
画
整

理
法
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
十
二
項
、第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
、

軌
道
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
（
軌
道
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
に
係
る
場
合
に
限
る
。）と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

二

除
染
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
平
均
空
間
線
量
率
は
、
前
号
の
全
て
の
測
定
点
に
お
い
て
測
定
し
た
空
間

線
量
率
を
平
均
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

作
業
場
の
特
定
の
場
所
に
事
故
由
来
放
射
性
物
質
が
集
中
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
作
業
場
に
お
け
る
空
間
線

量
率
に
著
し
い
差
が
生
じ
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
除
染
則
第

五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
平
均
空
間
線
量
率
は
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

〇
内
閣
府
告
示
第
三
百
二
十
号

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
利
子
補
給
率
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
利
子
補
給
率
は
、
〇
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
以
内
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
八
号

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電
離

放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
）
第
二
条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
五
条
第

二
項
、
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
一
項
第
三
号
並
び
に
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に

係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
二
条
第
六
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
、
基
準
及
び
区

分
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
二
条
第
六
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
、
基
準
及
び

区
分

（
除
去
土
壌
等
の
放
射
能
濃
度
を
求
め
る
方
法
）

第
一
条

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係

る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
以
下
「
除
染
則
」と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

試
料
（
除
去
土
壌
の
う
ち
最
も
放
射
能
濃
度
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に

つ
い
て
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
四
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
方

法
に
よ
り
分
析
し
、
当
該
試
料
の
放
射
能
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
試
料
の
表
面
の
線
量
率
と
放
射
能
濃
度
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

イ

試
料
を
容
器
等
に
入
れ
、
そ
の
重
量
を
測
定
す
る
こ
と
。

ロ

イ
の
容
器
等
の
表
面
の
線
量
率
の
最
大
値
を
測
定
す
る
こ
と
。

ハ

イ
に
よ
り
測
定
し
た
重
量
及
び
ロ
に
よ
り
測
定
し
た
線
量
率
か
ら
、試
料
の
放
射
能
濃
度
を
算
定
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
は
、
除
染
則
第
二
条
第
七
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
除
染
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
は
、
除
染
則
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
平
均
空
間
線
量
率
の
計
算
方
法
）

第
二
条

除
染
則
第
五
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

測
定
点
は
、
除
染
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
染
等
作
業
を
行
う
作
業
場
の
区
域
（
当
該
作
業
場
の
面
積

が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
業
場
を
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
区
域
に
区
分
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
い
う
。）の
形
状
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
位
置

と
す
る
こ
と
。
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